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　国際植物命名規約（International Code of Botanical 
Nomenclature：今回，International Code of Nomen- 
clature for algae, fungi, and plants へと変更された）
は 6 年ごとに開かれる国際植物学会議の場で定期的に
改正されている．最新の規約改正は 2011 年 7 月に開
かれたメルボルン会議の場で採決され，改正版（メル
ボルン規約）は 2012 年の半ば頃に出版される見込み
となっている．メルボルン会議で採決された改正は非
常に大きなもので，特に影響の大きい変更としては，1）
電子出版のみでの出版が有効発表として認められるこ

と，2）ラテン語だけでなく英語による記載文または
判別文も正式発表の要件として認められること，そし
て 3）菌類の新分類群の正式発表の要件として新たに
学名の登録が加わったこと，が挙げられる．
　これらのうち 1）2）の条項はメルボルン規約出版
に先立つ 2012 年 1 月 1 日より発効するため，急ぎ周
知する必要がある．今回訳出した Knapp et al. （2011）
は，特に電子出版に関する条項を中心に改正点を解説
したもので，Taxon 誌を始めとする多数の雑誌に英
文が掲載されており，Creative Commons Attribution 
License の下での利用が認められている．また，中国
語，ポルトガル語，ロシア語，およびスペイン語への
翻訳も現在進められている．我々は，本論文の邦訳を
複数の邦文誌に掲載し，メルボルン規約の周知に役立
てたいと考えている．日本語への翻訳にあたっては，
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メルボルンでの命名法部会の議長を務めた第一著者の
Knapp 博士からも承認と激励のメールをいただいた．
　今回の翻訳では規約条文の草稿や重要な用語も訳出
されているが，これらは暫定的なものであり，メルボ
ルン規約の正式な翻訳は規約出版後に日本植物分類学
会の命名規約邦訳委員会によって出版される予定であ
る．
　なお，詳細な規約の改正点や他の重要な変更につい
ては，Taxon 誌にいくつかの解説が掲載されている
ため，そちらも参照していただきたい（Knapp et al., 
2011; McNeill & Turland, 2011; McNeill et al., 2011; 
Smith & Figueiredo, 2011; Smith et al., 2011）．
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　国際植物命名規約（International Code of Botanical Nomenclature）は，国際植物学会議（International Botanical Congress: 
IBC）の命名法部会で 6 年ごとに変更されている．第 18 回 IBC はオーストラリアのメルボルンで開催され，命名法部会が 
2011 年 7 月 18 日から 22 日に開かれ，その決定が 7 月 30 日の本会議にて採択された．この会議の結果，新学名の発表に
影響するいくつかの重要な規約変更が行われた．このうち二つの変更はメルボルン規約の出版より数ヶ月早く，2012 年 1 
月 1 日から発効する．国際標準逐次刊行物番号（ISSN）または国際標準書籍番号（ISBN）を伴って Portable Document 
Format（PDF）の形式でオンライン発表された電子資料は有効発表となり，新分類群の学名に対する要件であるラテン語
の記載文または判別文は，ラテン語または英語による記載文または判別文へと変更される．さらに，2013 年 1 月 1 日から
効力をもつが，菌類として扱われる生物の新学名が正式発表されるためには，初発表文（protologue：学名の正式発表に際
して，その学名に関連して発表された全てのもの）の中に，認定された登録機関（例：MycoBank）の発行する識別子 iden-
tifier の引用を含まなければならなくなる．電子発表に関する新たな条項の草案を示し，最良慣行（訳注：最適な結果を得
るための方法や手順など．Best practice）について概説する．

キーワード：�植物命名規約，電子発表，国際標準書籍番号（ISBN），国際標準逐次刊行物番号（ISSN），ラテン
語，生命科学識別子（LSID），MycoBank，Portable Document Format（PDF）
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1．序文
　オーストラリアのメルボルンにて 2011 年 7 月に開
催された第 18 回国際植物学会議において，国際植物
命名規約（今後は International Code of Nomenclature 
for algae, fungi, and plants と改称）に対して，2012
年1月1日より発効する二つの重要な変更がなされた．
これらの変更は，この規約の下で学名を発表するあら
ゆる人に影響することとなる．メルボルン規約は
2012 年の半ば頃まで出版されないため，これらの変
更，特に電子媒体による有効発表に関する変更（第
29，30 および 31 条における変更）を概説することは
有用であると考える．メルボルンで採択された全ての
規約変更に関する簡潔な報告は McNeill et al. （2011）
を参照してほしい．
　そのためにここでは，編集者や出版者が有効発表に
関する規約についての最良慣行を確立するための助け
となるよう，有効発表に関係する改訂された条項，付
記，勧告の草稿を用意した．また新学名やタイプ選定
を電子的方法で発表したい人への指針として，これら
の変更が意図していないことについても概説する．読
者の方々には，会議に先立って提案された変更点を含
んだ，電子発表に関する特別委員会の報告（Chapman 
et al., 2010）を参照してほしい．この報告には，現在
では規約に採用されている変更の論拠も示されてい
る．

2．改訂条項の草稿文言：第 29，30 および 31 条お
よび勧告 29A，30A および 31A
　ここでは関連する全ての条項，付記および勧告（実
例は除く）の文言を掲載し，変更点を下線付き太字で
強調した．ここに示した文言は，メルボルン規約印刷
版が最終的に決定される 2011 年 12 月の編集委員会会
合までの暫定的なものである．

第 29 条
　29.1．本命名規約の下では，印刷物が（販売，交換
または寄贈により）一般公衆に対して，または，少な
くとも植物学者が広く利用できる図書室をもった植物
学の研究機関に対して配布されることによって，発表 
publication は有効とされる．国際標準逐次刊行物番
号（ISSN）または国際標準書籍番号（ISBN）を伴っ
た オ ン ラ イ ン 発 表 物 中 で，Portable Document 
Format（PDF；第 29.3 条および勧告 29A.1 もみよ）
の形で資料が電子配布されることによっても，発表は
有効とされる．公開の会合で新学名を伝達すること，

公開の採集品や庭園中に学名を示しておくこと，手書
きの原稿やタイプライターで打った原稿またはその他
の未発表資料から作られたマイクロフィルムを発行す
ること，上記以外の方法で電子的に配布すること，で
は発表は有効とされない．
　29.2．本条項において，「オンライン」とは World 
Wide Web を通じて電子的にアクセス可能であること
として定義される．
　29.3．Portable Document Format（PDF）が他の
形式に継承されるときは，全体委員会（第Ⅲ部をみよ）
の通達する，後継の国際標準形式が受け入れられる．
　29.4．個々の電子発表の内容は，それが最初に発行
された後に変更してはならない．そのようないかなる
変更もそれ自体では有効に発表されていない．有効発
表となるためには訂正や改訂は別途発行されなければ
ならない．

勧告 29A
　［現行の勧告は下記のものに置き換えられる］
　29A.1．Portable Document Format（PDF）による
電子的な発表は，PDF/A 記録保存標準（ISO19005）
に従うべきである．
　29A.2．著者はなるべくなら，現実的な範囲で下記
の基準を満たした，記録保存される出版物に発表する
べきである（勧告 29A.1 もみよ）．
　（a）資料は複数の，信用のあるオンライン・デジ
タル・リポジトリ（たとえば ISO 認定リポジトリ）
に置かれるべきである．
　（b）デジタル・リポジトリは，世界の二ヶ所以上
の地域，そしてなるべくなら異なる大陸に置かれるべ
きである；
　（c）また，世界の二ヶ所以上の地域，そしてなる
べくなら異なる大陸の図書館に印刷複製を納めること
が望ましい．

第 30 条
　30.1．2012 年 1 月 1 日より前は，電子資料の配布
による発表は有効発表としない．
　30.2．電子発表は，もし出版者が最終的とみなす版
によって置き換えられたり，または置き換えられる予
定の単なる準備版である，という証拠があるかまたは
発表中に含まれているならば有効に発表されておら
ず，この場合，その最終版のみが有効発表となる．
　30.3．手書き印刷 indelible autograph による 1953 
年 1 月 1 日より前の発表は有効である．この日付以
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後に作られた手書き印刷は有効に発表されていない．
　30.4．本条項において，手書き印刷とは機械的また
はグラフィック印刷技術（たとえば石版印刷，オフセッ
ト，またはエッチング）によって複製された手書きの
資料をいう．
　30.5．1953 年 1 月 1 日以後に商業カタログ中や科学
分野を専門としない新聞紙上でなされた発表，および，
1973 年 1 月 1 日以後に種子交換リスト中でなされた
発表は有効発表としない．
　30.6．乾燥標本集 exsiccatae に伴う印刷物の配布は
1953 年 1 月 1 日以後は有効発表としない．
　付記 1．印刷物が乾燥標本集とは独立にも配布され
ていれば，それは有効に発表されている．
　30.7．1953 年 1 月 1 日以後になされた，学位を得る
ことを目的として大学またはその他の教育機関に提出
された学位論文であると言明された逐次刊行物ではな
い独立した著作の発表は，その著者もしくは出版者が
それを有効発表であるとみなしているという（有効発
表に必要な規約の要請に言及した）明示的な言明また
は他の内的証拠がない限り有効に発表されていない．
　付記 2．最初の印刷版中に国際標準書籍番号（ISBN）
がついていることや，印刷者，出版者または配布者の
名前が提示されていることは，その著作が有効発表を
意図したものであるという内的証拠とみなしてよい．

勧告 30A
　30A.1．同じ電子発表の準備版および最終版は，そ
れらが最初に発行される際に，そのように明示される
べきである．
　30A.2．（命名法上の新案である）新学名と新分類群
の記載文または判別文とを，いかなる種類であれ短命
な印刷物で，そのうえ特に印刷部数が限られていて不
定であるものに発表することを避けるように強く勧告
する．そのような印刷物は永続的に存在することに関
して限界があると思われ，印刷部数の点で有効発表に
関して曖昧であり，あるいは一般公衆の目にふれそう
もない．著者は新学名も新記載文または新判別文も通
俗的な定期刊行物，抄録誌または正誤表に発表するこ
とも避けるべきである．
　30A.3．時間的にも空間的にも利用性を高めるため，
命名法上の新案を発表しようとする著者は，分類学に
関する論文を定期的に出版している定期刊行物に発表
することをまず優先させるべきである．さもなければ，

（印刷物または電子出版物として発表されたかに関わ
らず）出版物の複製をその分類群に対して適当な目録

作成センターに送るべきであり，印刷物としてのみ存
在する出版物は，世界中の少なくとも 10 の，できれ
ばそれ以上の，植物学に関係する，あるいは他の一般
に公開された図書室に納めるべきである．
　30A.4．著者および編集者は，要旨または摘要にお
いて命名法上の新案について言及すること，あるいは
出版物の索引にそれらをリストすることが奨励され
る．

第 31 条
　31.1．有効発表の日付は，第 29 条および 30 条に規
定されたように，新学名の発表されている印刷物また
は電子出版物が通用することになった日付である．別
の日付を確立する証拠がない場合には，その印刷物中
または電子出版物中に表記された日付を正しいものと
受け入れなければならない．
　［現行の付記 1 は下記のものに置き換えられる］
　31.2．印刷版と電子版が並行して発行された発表は，
第 31.1 条による各版の日付が異なっていない限り，
同じ日付で有効に発表されたものとして扱われなけれ
ばならない．
　31.3．販売される定期刊行物や他の出版物の別刷り 
separate が前もって発行された場合には，その別刷
りにつけられた日付は，それが間違いであるという証
拠がない限り，有効発表の日付として受け入れられる．

勧告 31A
　31A.1．出版社または出版社の取扱業者が，印刷物
を一般公衆へ配るために通常の運搬業者に印刷物を委
託した日付を，その有効発表の日付として受け入れる
べきである．

3．最良慣行
　新学名の著者，編集者，および出版者は，出版物中
の学名が有効に発表されるため，新学名を含む出版物
がメルボルン規約に準拠していることを確認すること
に関心があるだろう．オンライン版を伴った雑誌，モ
ノグラフシリーズまたは書籍に発表する人は，関係者
の間で可能な限り速やかに最良慣行を確立できるよう
に，編集者と情報交換することを勧める．多くの出版
者は，しばらく前から命名法上の新案の電子発表に関
わる問題について入念に検討しており（Knapp & 
Wright, 2010 をみよ；PLoS One におけるガイドライ
ン，http ://www.plosone .org/stat ic/pol ic ies .
action#taxon），これらの新たな規約変更を効果的に
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機能させることへの高い関心が窺える．
　下記の幾つかの慣行は，メルボルン規約に準拠した，
新規事項の電子発表の初期段階に役立つだろう：

・各論文が発表の日付を明確に伴うこと（多くの雑
誌で行われているように．例，New Phytologist や 
 Nature）．

・最終版とは同じでない（それゆえ有効発表の場と
ならない）オンライン先行版が発行される場合に
は，各論文にその事実を明確に示すこと（例，
American  Journal of Botany をみよ）．

・各論文に出版物の ISSN または ISBN を明確に表
示することは，目録作成者が有効発表を確認する
助けとなるだろう．

・CLOCKSS システム（説明については Knapp & 
Wright, 2010 をみよ）や他の国際的記録保存シス
テムに参加している雑誌（またはモノグラフシ
リーズ）における発表は，長期的な記録保存を保
証することになるだろう．

・電子的方法で新学名を発表する著者は，勧告
30A.3 で推奨されたように，適切な目録作成セン
ターに注意喚起するべきである─これは，電子発
表された学名に気づかなかったかもしれない目録
作成者の役に立つだろう．

4．これらの変更が意味していないこと
　新しい条項および勧告では PDF および PDF/A の
用語が使われているが，これは，有効に発表されるた
めにはこの形式のみで発行されなければならない，と
いう意味ではない．たとえば，多くのオンライン雑誌
で は，PDF 版 と 並 行 し て Hypertext Markup 
Language（HTML）形式でも論文を発行している．
しかし，そのような場合でも PDF 版が有効発表され
ることになる．PDF が他の形式に継承される場合に
植物命名規約全体委員会が新しい国際標準形式の採用
を通達できるという規定は，規約を利用する命名法上
の新案の著者やコミュニティがその分野の進展につい
て十分な知識をもち続けられるようにするという意味
と，規約が時代遅れになってしまわないようにすると
いう意味とをもっている．
　下記の方法を用いた電子発表は，メルボルン規約の
下における命名法上の新案の有効発表とはならない．

・インターネットで利用可能な，ウェブサイトや一
時的な文書中での発表（ISSN の付与には厳格な
基準がある─ http://www.issn.org/ をみよ）．

・登録された ISSN または e-ISSN をもたない雑誌

での発表．
・登録された ISBN または e-ISBN をもたない書籍

での発表．
　すべての電子発表について，その印刷物を図書館に
納めることを提案する勧告は承認されたが，それは植
物学者が実行することを勧めるものであっても，司書
が従うべき標準的な慣行や手続きを提示しているわけ
ではない．司書は彼ら自身が出版様式の複雑な移行期
の中にある（Johnson & Luther, 2007）．そのため単
一の印刷物としての論文を独立の収蔵物として受け入
れることを，その分量が膨大になるだろうために，司
書が喜ばないとかできないとする場面に植物学者が出
会うこともあるだろう．

5．学名の発表に関する他の二つの重要な規約変更
　メルボルンで承認され，2012 年 1 月 1 日から発効
する二つ目の規約変更は，規約の管理下にあるすべて
の生物の新分類群の学名の正式発表において必要な記
載文または判別文が，英語でもラテン語でもよいとす
ることである．これは化石植物の学名に対しては現行
の規定であり，すべての新しい非化石分類群では，ラ
テン語の記載文または判別文が必要とされている（菌
類と植物は 1935 年 1 月 1 日から；藻類［本規約のも
とで扱うならばシアノバクテリアも含む］は 1958 年
1 月 1 日から）．この変更は学名の形式には影響せず，
学名は引き続きラテン語であるかラテン語として扱わ
れる．個々の雑誌がラテン語と英語のどちらを要求す
るかは，当然ながら雑誌の編集者によって決定される．
　学名の発表に関してメルボルンで承認された三つ目
の規約変更は，2013 年 1 月 1 日（Miller et al., 2011 
が報告した 2012 年 1 月 1 日ではない）より前には発
効しないが，正式発表の追加要件として，菌類として
扱われる生物のすべての新学名は，初発表文の中に，
認定された登録機関（例，MycoBank，http://www.
mycobank.org/）の発行する識別子の引用を含まなけ
ればならなくなる，ということである．この点につい
ては別途周知される．
　2013 年 1 月 1 日以後，菌類の新学名に対する固有
識別子の要件は，植物および藻類には適用されない；
これらのグループの新学名の著者は，目録作成セン
ターに生命科学識別子（LSID）─または他の識別子
─を請求する必要はない．
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